２００９年度の活動概要

(１)　例会報告

　例会は、ＮＰＯ法人サイエンスＥネットのメンバーがお互いに関心のある理科実験を持ち寄り、発表しあい、互いにアドバイスをしあうという相互に刺激が得られる場として定着している。ここで「例会報告」として報告する内容は、ホームページhttp://www2.hamajima.co.jp/-elegance/se-net/からの一部転載である（ホームページの管理は、理事長川村康文による）。

a)　第８０回例会

日程：平成２１年１月１０日（土）午後７時３０分～１１時
場所：東京理科大学理学部川村研究室
参加者：１０名（敬称略）
　　川村康文，小田善治，墨谷悦史，加藤隆弘，佐々木清，佐藤和敏，加藤俊博，銕川陽一，東良太，藤原清
発表（テーマと内容）（司会：藤原）
１．加藤隆弘様：風力発電機の製作，職場紹介。コウモリロボット（距離計ー内閣総理大臣賞受賞）の紹介。
２．小田善治様：「ぷち発明をいかした教材としての色素増感太陽電池」論文の紹介。　
３．佐々木清様：「月の満ち欠け観測モデル」，月齢カレンダーの作品紹介。 
４．佐藤和敏様：技術科免許を持っている先生といない先生（コンピュータ，ＣＡＤ），
　　　　　　　　コンピュータをいかに使いこなしているか，生産者の立場で技術教育を。農薬の是否について。
５．加藤俊博様：「その道の達人」として教えに行かれる算数，理科ぎらいをなくす。　
　　　　　　　　ＤｉｎｏーＬｉｔｅの紹介ー出前授業に使われる。
６．銕川陽一様：防犯の取り組みについて，画像と携帯電話で小学校の防犯について。
７．川村康文様：
　　　　　温度測定の表示読みとりに小型カメラを装備した「地球温暖化デモンストレーション実験機」の紹介。
発表内容および感想（五十音順）
◆藤原：司会担当
　午後１１時前まで熱心な発表をしていただきました，発表者の皆様有り難うございました。参加者は北海道，福島県，愛媛県，京都府，横浜市，東京都と広域での例会となりました。
◆小田
発表内容：「色素増感太陽電池、投稿論文掲載と研究経過の報告」
　川村研究室にてセットアップされた色素増感太陽電池の教材開発の論文が、日本エネルギー環境教育学会誌に掲載されたのでその報告をいたしました。併せて現在研究を続けている色素増感太陽電池搭載模型自動車についても報告いたしました。
感想：みなさまの発表をきいて、とても勉強になりました。私は現在修士１年ですが、残り１年の学生生活をこういった会に参加するのとしないのでは、自分の成長幅に大きな違いがでてくると感じました。
◆川村
発表内容：地球温暖化デモンストレーション実験器の最新バージョン大型スクリーンに，実験データを写せるタイプです。当日は，小型テレビに，空気と二酸化炭素の温度を写しましたが，今後は，大型テレビに写してサイエンス・ライブ・ショーなどでも，使いたいと考えています。
感想：今回は，愛媛は加藤先生，福島は佐々木先生，北海道は佐藤先生，京都は藤原先生と，例会にお集まり下さり，川村個人が一番勉強になりました。とくに，現場の先生方の生の声を直接聞かせて頂くことほど勉強になることはないと思います。ありがとうございます。是非，今後も，全国のいろいろな先生方，活躍されているみなさんと，交流を継続できれば幸いです。
◆加藤隆弘
１　東京理科大学公開講座「かざぐるま型パルスモ－タ-風力発電機の製作」　１月10日・１１日に、東京理科大学で開かれました親子向け実験の公開講座を担当しましたので、その内容の報告をしました。テ－マは「かざぐるま型パルスモ－タ-風力発電機の製作」でした。日本古来のかざぐるまを羽根に使い、低速の回転でも、まずまずの電圧と電流が得られるパルスモ－タ－を発電機にしたものです。出力として、ＬＥＤの点灯や電子メロディを鳴らすことや、充電用の電池・空気二重層のコンデンサ－に充電さすことができるものです。実施では、参加者全員、装置が完成し、作動さすことができ、親子で、心を通わせ工作する場を提供することができたと、感じています。また、この公開講座には、網倉さんや佐藤先生にも、熱心に参加していただき、ありがとうございました。
２　勤務先の事業内容の紹介
　　私の勤務先の愛媛県体験型環境学習センタ－の環境体験学習の実態報告をさせて、いただきました。主に、　　　　

私が担当していますエネルギ－関係の中で「親子で楽しめる自作装置」の主なものについて、写真と実物で、特徴と工夫した点などを説明しました。
感想：ネット上で知っていた方と直接、お話ができ、たいへん、有意義でした。研究発表は、持ち味を出したレベルの高い内容ばかりでした。意見交換は核心をつき、今・これからの科学技術教育・理科教育・環境教育の方向が垣間見える、よい刺激を得て、たいへん勉強になりました。私の例会参加は、八幡浜・松山・東京と３回になりました。例会も100回まで、もう少しですね。
◆加藤俊博
「出前授業とUSB顕微鏡」
　会社員（元東芝、現TDK）だが、文科省関連の「その道の達人」プロジェクト講師として、全国の小中学校に　

理数ぎらいを無くすための出前授業をやってきている。最近では昨年11月に福島県の吉子川小学校に出前授業を行ってきた。出前授業にUSB顕微鏡も持っていくことにしている。Dino-Liteデジタルマイクロスコープと称し、顕微鏡としては単一レンズでX10からx200と小型の割にかなりの性能を有している。OHP代わりに使ったり、WEBカメラとして子どもたちの様子をプロジェクターに映し出すこともできるので重宝している。なお、この顕微鏡をヨドバシカメラで9800円で購入した。
　出前授業でのパワーポイントを使って理数のプレゼンテーション内容を簡単に紹介させていただいた。どのようにして子どもたちに興味を惹かせるようにしているか。
◆佐々木
「月の満ち欠けモデル」
　新学習指導要領で小学校６年生にも天体の学習が新設されたので、できれば小学生にもつかってもらえるように安くて簡単に作れて、そして持ち運びが容易な教材に改良を加えているものです。理科支援教員の学生の皆さんにも好評で、福島大学・富山大学の皆さんに、資材と資料をお上げしました。
感想：第80回例会に参加させていただき、大変有意義に時間を過ごすことができ、あっという間に午後１０時になってしまいました。今回で２回目の参加となります。いつも各地で活躍されている科学の達人とお会いでき、科学への熱い思いを感じさせて頂いております。今回愛媛の達人でいらっしゃいます加藤隆弘さんの風力発電すごいですね。材料がそろえば中学生にも作れるでしょうか。風力発電の至る所に加藤さんのアイディアがいっぱい詰まっており、直接お話を伺うことができ、感動しました。子ども達にとってより分かりやすくそしてより使いやすい教材を提供しようとする試行錯誤して創り上げた教材への情熱が伝わって参りました。新情報を頂き、福島へ帰って、仲間に紹介できる喜びを感じさせて頂いています。
◆佐藤
　私はこれまで技術教育の全国大会等には参加したことはありましたが、理科教育につきましては、地元の研究会に留まっていました。全国規模の集会に参加するのは初めてでした。ただ、川村先生もおっしゃられていましたが、技術、理科と区分して考えるのではなく、これからは一層、「科学技術」という枠で考えていかなければならないと思います。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。なお、私の発表は、北海道の技術教育における情報教育について発表しました。北海道内に限ったことではありませんが、消費者の立場でパソコンを使いこなす授業は多く見られますが、コンピュータの原理を科学的に理解させる授業はあまり見受けられません。電気や機械等々の工学的視点が必要と思います。
　北海道在住ですが妻の実家が神奈川県なものですから、都内へ行く機会はよくあります。また、みなさまにお会いし、勉強させていただくことを楽しみにしております。
◆墨谷
　率直に言って大変勉強になりました。川村先生もおっしゃっておられましたが、まだ現場に出ていない教師を志す学生にとって、諸先輩方の何気なく交わされている会話を聞いているだけで勉強になりました。
　今回は同研究室の小田さんが発表をされていましたが、いずれは私も自分の研究を発表できたら良いなと思います。その時に諸先輩方のご意見をお聞きできたら嬉しいです。と、言いましても、私はまだ３年生ですので、これから研究を始めていく所なのですが。。いずれはできるようになりたいです。その時は宜しくお願いいたします。あと、佐々木先生の「月の満ち欠けモデル製作の材料」が実は欲しかったのですが、言いそびれてしまいました。先輩方の雰囲気に飲まれず、どんどん自分の意見を言えるように頑張って自分を磨いていけたらと考えております。　佐々木先生やサイエンスＥネットの皆様のように、いずれは子どもたちのために教材開発のできる教師になりたいと考えております。今はまだそのような力もなく、色々な実験を通して勉強をしている段階ですが、例会を通して佐々木先生や皆様の技を盗み、少しずつ力を磨いていきたいです。
ｂ)　第８１回例会
日程：2009年2月28日（土）18時30分～22時位まで

場所：東京理科大学　川村研究室

参加者：９名（敬称略、順不同）
加藤俊博、猪間進、墨谷悦史、野村涼子、銕川陽一、藤原清、花岡康夫、川村康文、網倉聖子

発表テーマと発表者

１．野村涼子『サイエンスコミュニケーションを考えた

　　　　　　　　　デジタルコンテンツの製作』

２．墨谷悦史『水メガネ、プリザーブドフラワー』

３．加藤俊博『革の銅色のものは？かえるすな、V-Cube７』

４．川村康文『東レ理科教育佳作手回し発電機』

５．藤原清　『東京理科大公開講座（カエルの湿度計）報告』

６．網倉聖子『金属管の丸虹、センター試験の抵抗問題』

発表内容と感想（投稿順）：
◆網倉

『金属管の丸虹』

　金属管を持参し、長さ、径、種類による虹の見え方の比較をいたしました。花岡様より点光源などいろんなアイデアをいただき、さらに興味が沸きました。ありがとうございました。

『センター試験の抵抗問題』

　今年度のセンター試験問題の中で興味のある問題が出題されたので、発表いたしました。「手回し発電機の回路に、①豆電球などの抵抗を入れたとき、②不導体を入れたとき、③何もいれずショート回路のとき、それぞれハンドルをまわす力はどうなるか？」という問題です。物理を勉強している学生でも抵抗を入れるとより力が必要と答える人が多いことに驚いたので発表させていただきました。藤原様から「京都の偏差値の高い高校の物理専攻の生徒でも同じ回答率だった」と伺いました。豆電球を光らせるのだから力が必要で、ショート回路の熱を体験したことがない人にとっては抵抗のない回路は電流が流れていないと解釈されているんだなと思いました。

◆足利

　センター試験物理を今年はまじめに解きました。この手回し発電機のように，実際にやってないと間違えやすい問題で解けないのは，論理的思考を謝らせる先入観が強いからですね。回路をショートさせて発電機が重くなったり，回生ブレーキ（これから当たり前に車に付く時代です）を体験していると超簡単な問題なのですが。マイナス側をアースした電池のプラス側の電圧を０Ｖと答える受験生，抵抗がつながっていて，回路が閉じていないのに電流を計算する受験生も多いです。
◆川村

　網倉さんの分光筒は，生でみると，想像以上にすごい感動ものでした。また，花岡さんが，すごいエンジニアライクな話をして頂け，すごく勉強になりました。光源を点光源するにするというは，さらにすごかったです。野村さんも，卒業論文の内容を発表して頂き，サイエンス・コミュニケーションについて，考えることができました。墨谷君の水メガネですが，網倉さんからサランラップとクレラップ，その他のラップの違いの話を頂き，また，猪間さんからは，プラスティック製のものの話を頂き，いろいろ，深い勉強ができました。加藤さんからは，メタル皮をみせて頂け，感動でした。ショッキングピンクぽいものでした。網倉さん，いわく，若者のあいだではやっているとのことでした。

　藤原さんは，湿度計，ありがとうございました。実験教室での子ども達とあわせて，モンスターペアレントへの対応の話，参考になりました。ありがとうございました。

　川村の発表は，高電圧低電圧切り替え式の川村式手回し発電機ですが，是非，まだ，まだ，改良の余地があると思います。是非，改良に向けて，いろいろアドバイスを頂けると幸いです。ありがとうございました。

◆墨谷

『水めがね』について

 廃材のペットボトルを利用し、レンズ部分をラップで作った水レンズを紹介しました。実験初期はいろいろなもので作成していたのですが、どうしても水漏れしてしまい、なかなか成功しませんでした。初めて成功したのが、ラテックスゴムを使用したケースでした。ですが、これはどうしても透明度に欠けてしまい、眼鏡にすることができませんでした。（まだラテックスでも諦めてはいませんが)次に成功したのが、今回紹介したラップで作成したものです。こちらは見事な透明度で、レンズを通して先を見ることもでき、度を合わすこともできました。まだまだ課題はありますが、今後はこのレンズをちゃんとした眼鏡の形にしたり、またすべて手作りの望遠鏡を作成したいと考えています。  

『プリザーブドフラワー』について

 花の内部の水分をエタノールに換え、それを食紅を加えたグリセリンに浸けることにより色をつける方法を紹介しました。みなさんには実験後二ヵ月経過した花を見ていただきました。この実験方法の欠点は花に自然な色が残らないという所です。このことについて例会ではみなさんにいろいろなアイデアをいただくことができました。今後この実験においても、自然の色のまま花を保存することのできる方法がないかを探していきたいと考えています。

  私の実験に対するコンセプトなのですが、それは「子どもたちに学校の理科の実験（工作）を通していろいろなものの中に科学が存在し、それを利用して人の役に立つことができる」ということを伝える、というものです。「水めがね」でしたら、工作を通して眼鏡に利用されている科学を学び、次に子どもたちが実際に作成した眼鏡（老眼鏡）を持って老人ホーム等に出向き（総合学習の時間などを利用して）、お年寄りに眼鏡をプレゼントする中でコミュニケーションをとるのです。大切なことは、子どもたちが教える立場になる、ということです。ただプレゼントしてコミュニケーションをとるのではなく、自分たちが学んだ科学を今度は他人に教える、これをすることで知識の定着にも繋がるのではと考えています。そして、「自分たちが学んだ知識を形にしたもので人が喜んでくれる」、これを体感できたらどんなに素晴らしいか。そう思うのです。
◆加藤

『革の銅色のものは？』

　メタ革と呼ばれてるらしい。なめし革であるが、色は金属光沢があり、ピンクがかった銅色をしている。ちょっと眼では金属銅が革の油脂分を除去した後に金属をスパッタリングなどしてあるかの予想を立てたが、表面をこすりながらテスターであたってみたが全く導通性はなかった。何でできているのだろうか？銅色ではないが、金色を呈するものとして窒化チタンのイオンプレーティングがある。

『かえるすな』

　円筒の透明アクリルの中に白い鳴き砂と水が入っている。これを耳のそばで横に振ると「ゲコゲコゲーコ」と蛙のような不思議な音を立てる。ダイラタンシー現象と関係があると思う。山形県の飯豊の道の駅か島根県の砂の博物館（仁摩サンドミュージアム）で1500円くらい。買ってから4年くらい置いていたら中の水分が減って、蛙の鳴き声が出にくくなった。どうしたら元にもどせるか？

『V-Cube７』

　ルービックキューブは普通３ｘ３ｘ３だが、７ｘ７ｘ７のV-Cube ７を入手した。６ｘ６ｘ６のV-Cube 6までは、立方体だが、V-Cube 7は膨らんだ形で立方体とは言えない。これを立方体の７ｘ７ｘ７にできないだろうか。

◆藤原

２月１４，１５日（土、日）東京理科大学公開講座「手づくり湿度計を作ろう」

湿度計のセンサをセロハンとアルミ箔で作りますが材料のほとんどが家でそろう物です。家に帰ってもう一度作れるように表紙（オリジナル作品用ー自分でデザインします）を１枚余分につけました。手作り感覚を養ってもらうため，予備工作をしてもらってから湿度計作りをしました。手作り工作が多かったので，ほとんどの参加者は楽しかったと言ってくれました。ただ，２日目の１組の母と子どもさんで，皆さんが出来る　まで先に進めないことが不満で，自分たちだけもっと早く作らせてほしいと言われ困りました。高額の参加費を払っての参加なので，あまりキツイことは言えず，ただ「すみません，もうすぐですので」となだめるしかありませんでした。皆さんならどう対処されますか？教えて下さい。講師をしていますと色々と経験することがありますが，これからも「手づくりシリーズ」を開発したく思っています。

◆猪間

　例会に参加しました猪間です。プリザーブドフラワーに興味があり、図書館で本を調べたりしておりましたが、脱水置換に時間がかかりすぎるのが難点でしたので、発表に期待しておりました。通常は１週間くらいといわれているので、1時間でできないと、理科教室では使えないなあと思っています。減圧下、加圧下、冷凍の後、新規脱水剤の開発等で、１時間を期待しています。川村先生の東レの受賞を調べていたら、焦点距離可変水レンズが、平成４年に佳作で受賞しているのですね。
ｃ)　第８２回例会（名古屋第１回例会）

日程：2009年３月２０日（金祭）1７時30分～22時位まで 
会場：座座はなれ，http://www.zazahanare.com/map.html
参加者・発表者
１．荻原彰先生＠三重大＜祓川の教材化＞
２．山中さん＠プロモ
３．広瀬さん
４．太田さん
５．小田泰史先生＠蒲郡中学校
６．荻野拓也さん＠日本教育新聞社
７．浅野さん＠環境コーディネータ　　　　　　
８．朝日秀仁さん＠浜島書店
９．川村＜サイエンス・コミュニケーションと坊ちゃん選書＞
発表および感想（投稿順）：
◆浅野智恵美＠環境カウンセラーです。
　この分野に不慣れなわたしは、昨日がデビュー戦でした。私からは「どーする？地球のあした－ストップ温暖化教室」のウルトラファミリー編を、パワーポイントで紹介しました。昭和の時代、ゼットンなどの怪獣は、公害が怪獣に変身したと置き換えて考えることができると、中日新聞論説委員の飯尾歩さんから教えていただきました。そのネタを基に、21世紀の環境問題として大きくのし掛かる地球温暖化は、非常にやっかいな怪獣であることを、楽しくお伝えしております。少々酔いが回った頃の最後の登板でしたので、やわらかい内容で纏めさせていただきました。みなさまのご発表からは、考える視点を多々いただきました。立場や見方の違いから発生する論拠の相違に、おもしろさを感じました。なお、3月24日は、環境省で開かれます環境カウンセラー活動活性化懇談会にでます。環境カウンセラーは、環境省の認定制度ですが、まだまだ認知度が低く、これがネックとなっております。　http://www.env.go.jp/policy/counsel/1年間にわたる議論の中で、よりよい方向性を見出せるよう鋭意とりくみます。　http://www.env.go.jp/policy/counsel/list/index.php
◆三重大学　荻原
　ふだんは学校関係者とのみ接触しているので、企業、新聞社など様々な背景を持つ方々のお話しを聞け、刺激になりました。ありがとうございました。

◆山中＠プロモ 
　教育、エネルギー、環境など各分野の皆様のお話をお聞きでき、たいへん勉強になりました。 今後ともよろしくお願いいたします。 
◆朝日＠JJ愛知 
　さまざまな方にお会いでき，非常に良い刺激を受けられました。 特に，広瀬さんの「経済学のわかる理系を」というお話は，大変面白くうかがいました。 発表というわけではございませんが，自己紹介ついでに，愛知で私がやっておりますJJ愛知という会のお話をさせていただき，県内の学校に配布しております『理科好き』もお配りいたしました。 ＃押し付けたという表現もありますが(^^; 　参考までに JJ愛知HP　http://www.i-mate.ne.jp/~JJAichi/ 　MLもあります。興味のある方はご連絡ください。 

ｄ)　第８３回例会
日程：2009年３月２２日（土）１８時～2２時位まで 
会場：京都駅ビルがんこ
発表者・参加者
１．松林昭＠副理事長　
２．藤原清＠事務局長
３．奥山登＠理事・会計
４．一木博＠理事
５．平賀章三＠監査
６．井上泰仁＠舞鶴高専
７．川村＜サイエンス・コミュニケーション＞
発表および感想（投稿順）：
◆川村康文＠東京理科大
　サイエンス・コミュニケーションについて，発表した。川村の最近のサイエンス・コミュニケーションの実践について報告を行ました。
　久々に，関西のみなさんと，膝をつき合わせて，談笑のみではなく，今後のサイエンス・コミュニケーションをどのように進めるといいのかについての議論もできてよかったです。近畿地方発明センターの春れくを終えたメンバーで，例会に流れ込みました。なんか，サイエンスＥネットのチームワークのよさを感じられる，ほのぼのとした例会となりました。ありがとうございました。
◆井上泰仁
　列車の時刻までですが、例会(2005年くらいから、MLに参加しています)にも参加させていただきました。所属している学科が電気情報工学科で、電子回路の科目を担当しているため、川村先生の発表には大変興味を持ちました。時間的に調整できれば、また、実験教室と例会に参加できればと思います。今後ともよろしくお願いいたします。
ｅ)　第８４回例会
日程：2009年5月31日（日）　16：30～16：50

場所：京エコロジーセンター　３F　第一会議室

参加者：（敬称略）松森弘治、川村康文、松林昭、工藤博幸、藤原清、山下芳樹、奥山登、一木博、小竹芳雄、沖田紗世子、平賀章三、船田智史、加藤俊博、小原文男  寺木秀一、網倉聖子、見学者１名

発表者

１．『鏡の迷路をつくろう！』　網倉聖子

２．『広島のその後』　　　　　工藤博幸

３．『最近の実験教室の報告』　加藤俊博

発表内容および感想（投稿順）：
◆川村康文

　　本日は久々に、京都例会があり、京都例会をなつかしく感じていました。是非、関西のみなさん、気楽に集まって、京都例会で楽しく遊んで下さいね。本日は、網倉さん、加藤さん、工藤先生と、3人ぼご発表でしたが、あわせて、総会の資料としてですが、ＮＰＯ法人サイエンスＥネット研究年報が総力をあげて発刊した科学実験教材研究に、その年度の例会報告がされていますが、まさにその例会報告に掲載できる素晴らし発表がありました。ありがとうございます。是非、今後とも，どうぞよろしくお願い申し上げます。

◆網倉聖子　『鏡の迷路をつくろう！』　

　身近になる鏡の中の像。大概「左右反対にうつる」と思っています。本当にそうでしょうか？当たり前に見ている鏡の中の像を、いろんな角度から観察してもらうことで「なぜだろう？どうしてだろう？」を育てていきたいと開発しました。迷路をつくってもらい、それを鏡にうつし、鏡の中の像で迷路ゲームをします。結構難しく面白いです。

◆小原文男

　産学連携がうまくいく答え？現場が困っているイメージを理解できる学が必要。開発はそこからしか生まれない。創りあげるイメージを膨らませきれる企業が必要。そして、哲学なき産学連携はままごと。

産学連携の現実（弊社）全て中途半端な未完成　　何故？

産学連携の現実（弊社）反省の結果　　  現場が困っているイメージを理解できる学が必要。

開発はそこからしか生まれない。情熱そして哲学

創りたいものⅠ：ＧＰＳを使わない転圧管理　室内、工場で使えるＧＰＳに代わるもの

創りたいものⅡ：二次元図面から自動三次元今のＣＡＤから、自動展開図（作業図）

創りたいものⅢ：プログラマーを必要としない言語　 現場の人間がシステムを創るのが一番

創りたいものⅣ：素人でも分る図面とは誰でも理解できる図面に変わるものが必要

創りたいものⅤ：太陽系（宇宙）の時計　太陽・水・金・地＜月＞・火・木・土・天
地球を外から眺めるマンガ的（土木的展開図的）模型を作りたい。

  　　　　　　　何故、今朝なのか、冬なのか、三日月なのか　天王星の公転は、８４．２５３年

創りたいものⅥ：色つくりのおもちゃ　自分の好きな色が出来た瞬間に、ピンポン玉、ビリヤード玉のよう

　　　に固体にする。家庭のアルバムとしてこの固体を取っておく　写真は人間の外しか写さない。

創りたいものⅦ：子供が遊び心で出来る田植え機　一つひとつ、苗を植えていく。（ラジコン）

創りたいものⅧ：海の砂浜で遊ぶ、ラジコンバックホー、ラジコンブル、馬力は砂を動かせる。

創りたいものは多々あるけど零細企業一社では無理。それを産学連携に期待したけど。さあ、どうする。

学は行動力ある先生　世の中に不満を持っている先生　みんなを助けたい気持ちのある先生

企業は情熱とあきらめない。サラリーマン化されてない開発社員　コラボできる会社とは、波長が合う社風とは、

理念なき会社とは付き合えない。 理念とは、欲が許せる範囲かどうか現在、東京理科大と提携　行動力（現場視察）と思想（助ける）と、発想力と人間性に惹かれている。

波長が合う仲間意識： 最終的には、人間関係が全てのようです。人間関係無しでは、物事ができるより、人間関係を重視して、ものづくりをやって生きたい。そこに、教育が生まれていく。日本の駄目な処に気づきここを発信していく、先生、企業が世の中を少しずつ未来に向かって変えていくのでは。

 教育問題、公務員問題、企業問題、欲張り問題　こういう話ができるコラボがみんなで、波長を自然体に持っていくことが、成功の秘訣かも知れない。
ｆ)　第８５回例会
日　程：2009年7月31日（金）18時30分～23時30分位まで

場　所：東京　文京の蕎麦処

参加者：27名（敬称略、順不同）

　　　　北澤宏一、奥様、岡本一洸、井上正之、山下啓子、新山生樹(高)、藤本麻美(高)、池尻紫央里(高)、
猪間進、工藤博幸、藤原清、寺木秀一、山下芳樹、加藤俊博、遠山嘉一、舩田優、戸田一郎、泉田賢一、柴田泰臣、甲谷保和、足利裕人、喜納厚介、田代佑太、中山由紀子、加藤園巳、川村康文、網倉聖子

　　　　※(高)：高校生

発表者と発表テーマ

１．井上正之　『東京理科大学における教員免状更新（化学）の報告』

２．柴田泰臣　『ＪＳＯＣの科学オリンピック普及・促進活動の一部報告』

３．工藤博幸とその教え子高校生３名と大学生１名

　　　　　　　『日々の活動（祭典と放射線）』

４．足利裕人　『ミニパラグライダー、メーヴェ、フランベ』

５．川村康文　『しゃかしゃかライトと、燃料電池搭載型模型自動車』

６．遠山嘉一　『女性研究者支援プロジェクトについて』

７．網倉聖子　『家庭でできるボビンライト、サイエンスコンサート』

８．加藤園巳　『高校での実験について』　　

９．山下芳樹　『京都発”社会とつなぐ理科教育プログラム

　　　　　　　　　伝統と最先端科学の交差する街、京都からの提言』

10．加藤俊博　『KoreaScienseFestibal／白井市体験授業報告』

11．藤原清　　『サイエンスＥネット活動報告』

12．戸田一郎　『エジソン電球』

13．泉田賢一　『対価のとれるサイエンスコミュニケーション

　　　　　　　　　　　に向けての努力』

14．寺木秀一　『韓国のカルメ焼きなど実験紹介』

15．甲谷保和　『天文の本紹介』

16．北澤宏一　『ＪＳＴのこれから』

発表内容＆感想（投稿順）：
◆足利

「フランベの色は何で決まる」：お酒によってきまるのではなく、食品やフライパン・なべなどの温度で決まる。冷たいものの上では青く、熱いものの上では赤い炎になる。青はCH+やC2などの発するラジカルの色。赤はすすが加熱されて発する黒体輻射。
「ミニ・パラグライダー」：新タイプを紹介「メーヴェ」：自作型紙を配布

◆井上正之

タイトル：東京理科大学における教員免状更新（化学）の報告

内　　容：7/29～31における本学における教員免状更新講習会（化学分野のうち，井上が担当した部分）の内容

・Inoueの電気陰性度に基づく，無機化学，有機化学分野の俯瞰

・実験研修の内容（セルプレートとろ紙を用いる金属イオンの定性分析，廃ガラスを利用した”ホウ砂球反応”，クメン法によるフェノールの合成，陽イオン界面活性剤によって加速されるエステルのけん化）

◆中山由紀子（東京理科大学）
昨日の例会では、いろいろと勉強させて頂きました。発表された内容も、もちろんですが皆様のいろいろなご意見を聞く事がさらに勉強になりました。ありがとうございました。また、お食事も大変おいしくいただきました。とても豪華なお食事で驚いてしまいました。差し入れもぱくぱく頂いてしまいました。

◆泉田賢一（高エネ研）

「発見工房クリエイトの紹介」：私が関わっているNPO法人の紹介と私設ミニ科学館の遊具を紹介させて頂きました。「物理塾の紹介」：１０月から開講予定の「大人向け相対性理論塾」の告知をさせて頂きました。

◆ぶんきょうのそばどころ　店主とおかみ

　　そばどころ久々の営業におつきあいいただいてご苦労さまでした。わたしどもも皆さんの熱心な議論を聴かせていただいて、「世の中まだまだすてたものではない」と意を強くさせて頂きました。ともかくも、各自が制限時間をぎりぎりに使いながらご自分の工夫を発表しあうという例会のエネルギッシュな雰囲気は見ていて気持ちのいいものです。そばどころ店主も今週末には中学2年生40人を相手になんと超伝導の実演実験をさせて貰えることになっています。今回は時間も十分に頂いたので、超伝導体が超伝導になると（飛鳥伝導の状態から？）磁石とは振る舞いがどのように異なるのかを各自に観察してもらい、それを実験則として記述してもらうことを試みようかなとひそかにチャレンジングな気持ちになっています。みなさんから会費のみならずお土産やらお酒の差し入れやら沢山頂いてしまいました。研究室の学生さんたちに楽しんでもらおうと思います。高校生の皆さんもごくろうさま。3人の競演で台詞まで用意してこられたのだと思うのですが、すばらしい発表で、中身まではよく分かりませんでしたが、「とにかく高校ですごいことをきちんと研究しているんだ」ということが伝わって来て、少し日本の教育に誇りが持てました。またそばどころをお訪ね下さい。

◆田代佑太（東京理科大学）
　先日の文教のそば処での例会ではいろいろと勉強させていだたき、ありがとうございました。様々な活動が行われていることを知り、ためになりました。特に、高校生の発表にとても刺激を受けました。自分も研究を頑張っていこうと思います。そば、とてもおいしかったです。ありがとうございました。

◆山下（立命館大學）
発表内容：本年度、と次年度に展開する「社会とつなぐ理科教育プログラムの開発」のさわりを紹介しました。

「伝統工芸」と「最先端科学」の融合という京都ならでは地域性を生かし、中学校理科に「活かす実感」から誘う「学ぶ実感」そして「自ら主役になる予感」という実感・予感の連鎖を誘うプログラムの開発です。出前授業や実地見学、「模擬共同開発」や「製品化へのミニアドバイザー制度」など、地域企業のバックアップの下に、学ぶ意欲を喚起させるための創意工夫が随所に盛り込まれています。サイエンスＥネットの豊富な人材をも活用させていただきながら、「最先端科学と伝統の交差する街、京都からの提言」を行います。

◆舩田
目的は「放射線は身近にある事を実感する」です。

（１）霧箱、放電箱、ＧＭ管を用いた観察実験３つともできるだけ自作を目指しました。市販のペルチェ型霧箱も紹介しました。画像があるRikaTanを紹介、毎号10名以上が読んでいる。太陽の放射線、タイムリーな日食も話題として扱った。

（２）はかるくんを用いた測定実験　船橋法典高校における放射線強度分布　放射線の距離による減衰実験

　　　遮蔽材の実験（候補としてゴムを導入）

（３）その他放射線実験の紹介　ワイヤーチェンバーの実験画像紹介　ＥＧＳ（ＫＥＫ）の紹介
　ローカル的に超音波距離計のお披露目をしました。キット提供はＮＩＣＴ（情報通信研究機構）です。

◆川村康文（東京理科大学）
　「しゃかしゃかライト」：これからは、ゲリラ豪雨や竜巻の被害など、いつ、どこで、災害に直面するかわかりません。そのようなときにでも、あかりは、大切ですので、あかりが得られるようにと、実用型のぷち発明実験機を紹介しました。５００円以下で出来ます。

　「コーヒーなどの身近かドリンクできる燃料電池搭載型模型自動車」：これまで、コーヒーでは、燃料電池１個で電子メロディーを２個でダイオードを、４個でモーターを、６個で非搭載型の模型自動車を紹介してきましたが、色素増感太陽電池搭載型模型自動車の開発のおかげで、燃料電池搭載型模型自動車が、５００円以下で、できるようになりました。コーヒーよりも、コーヒーゼリー、それよりもケチャップが良いことがわかりました。川村のホームページでも、動画で紹介しています。

◆柴田（株式会社 プラスエム）

「JSOCの科学オリンピック普及・促進活動の一部ご紹介」：JSOCでは2007年の発足以来、科学オリンピックの普及・促進のためのさまざまな活動を展開しています。㈱プラスエムではその一部に協力させていただいています。

　　　１）2008年には3月、7月、11月に「国際科学オリンピック日本開催シンポジウム」を開催

　　　　　教育関係者・保護者・子どもたちに向けて情報を発信。

　　　２）「科学の祭典」や「サイエンスアゴラ」等のイベントにおいて、展示ブースを出展し、科学オリンピックを紹介・解説。また、ワークショップやサイエンスショーを実施。主に小中学生の科学への興味を喚起。

　　　３）パンフレットや過去問題ダイジェスト等の印刷物を作成。過去問題ダイジェストは全国の高等学校に3部ずつ配布。こうした活動を簡単なレジュメを用いてご紹介させていただきました。　

　　また、来る9月22日には明治大学駿河台キャンパスで、小中学生対象の「科学オリンピック・フェア」というイベントを開催します。詳しくはお問い合わせください。

◆網倉聖子（㈱Ｃｏｍｉｎｇ）
「ボビンライト」：ミシンに使用するボビンを利用してコイルを作成することを考えました。面倒なコイル作成がミシンのオート糸巻きでできます。家庭でも学校でもミシンさえあれば、簡単に電磁誘導を利用したライトが製作できます。使用材料：ミシンのボビン、0.2ｍｍエナメル線(650回巻位になります)、ネオジム磁石３個(100円ショップ)、ストロー径6mm×10cm、ビービー弾２個、赤・黄LED各１、セロテープまた最近100円ショップで売っている薄型ネオジム磁石４個入りをそのまま利用してブンブンコマをつくって、コイルに近づけるだけで、ＬＥＤが点灯します。0.1mmのエナメル線では1000回以上巻くことは可能ですが、とても弱くすぐ切れてしまうので、あまりお勧めではありません。

「市民が創るサイエンスコンサート」：材料加工、当日のボランティアなどの活動を市民一人ひとりにお願いして、市民が創るサイエンスコンサートを企画しています。普段ボランティアされる側の方々もどんどん巻き込んで、脳よりも心を刺激する科学コンサートにしたいと思っております。一緒に参加してくださるボランティアを募集しております。
日程：9月27日(日)午後2～４時

　　場所：川崎市多摩市民館（小田急線向丘遊園駅徒歩５分）

「養護学校についてのお願い」：養護学校では、高校生になると職場に行くための準備をします。材料加工、チラシ折など、手作業の仕事を探しています。納期、加工内容など条件がございますので、もしご依頼することがありましたら、依頼ご希望でしたら、網倉までご連絡よろしくお願いいたします。

◆甲谷

　自己紹介もかねて自著の紹介をさせていただきました。

　　　・宇宙の不思議がわかる！

　　　・すぐに見つかる星座図鑑

　　　・はじめての星座かんさつ

　最初の1冊は宇宙を扱ったもの、残り2冊は星座を扱ったものです。上の2冊は小学校高学年～のちょっと興味がある子向け、最後の1冊は小学校低学年くらいの興味を持ち始めた子向けの内容です。

◆猪間

小学生と、日食観察会、プラネタリウム製作などを今年しており、夏の大三角形、オリオン座、シリウスでさえ知らないと言われ、親を含めて、夜空を見なくなったなあと感じておりました。どのようにすれば興味を持ってもらえるのか、ちょうど専門家が多かったのでお聞きしたかったのですが、残念でした。

◆寺木秀一

　私は、５日の夕方から韓国科学の祝典に参加をしてきます

　　　・ポンポン船

　　　・ペットボトル風車発電

　　　・ミラクル浮沈子

　　など、ミニ実験です。８，９日は福井大学でエネルギー環境教育学会で発表します。ゴーヤを育てた「緑のカーテン」とエネルギー教育との関連について検討してきます。いずれもお会いできたら声をかけてください。

◆藤原清（事務局長）

「サイエンスＥネット活動報告」：

　・２００９年５月ー「２００８年度科学実験教材教育研究年報　創刊号」が山下芳樹編集長により発刊。（正会員全員に配布）

　・２０００年～２００６年ー「環境ＮＧＯサイエンスＥネットの活動」を京都教育大学環境教育研究年報に掲載。

上記の各年度発行の冊子を紹介しました。

感想としましては皆様とてもすばらしい発表でいい勉強になりました。今回は工藤先生と教え子（高校生３名と大学生１名）による活動報告が頼もしく印象に残りました。
ｇ)　第８６回例会
日　程：2009年8月26日（水）18時30分～21時30分位まで

場　所：京都駅前がんこ

参加者：16名（敬称略）

　　　　梅川眞壽男、中村久良、川村康文、松林昭、山本正勝、奥山登、平賀章三、北田健一、林壮一、藤原清、本谷一、小原文男、井上泰仁、松島理恵、山崎功、網倉聖子

発表者と発表テーマ（予定をそのままコピーしています。）

１．林壮一　　『カシオ・ハイスピードデジカメを使った教材の作成』

２．藤原清　　『これまでの活動報告と今後の予定について』

３．川村康文　『サイエンスＥネットと共に歩む夢』

４．小原文男　『私が考える現実世界での教育』

５．北田健一　『土木の現実とコイシ塾』

６．網倉聖子　『手回し発電機で面白体験、実験教室と年報の利用』

発表者と発表テーマ（投稿順）：
◆中村久良＠ナリカ

本日は大変お世話様でした。とても楽しい例会でした。また、とても良い勉強もさせていただきました。

２日間の日本科学教育学会への出席の後だったので、その疲れもあったので、とても心地よい例会でした。

◆川村康文＠東京理科大学

　午前中の京大における科学と科学教育の研究会でも、同じような内容を発言してきましたが、地域密着型の活動は、アクトローカリーでいいけれど、何か違うなと思い続けています。それは、その地域で培ったいい財産が、なかなか、外に出てこないことです。今回の例会での発表との関連でいえば、「自転車発電で世界平和」というのを、発表のなかの１つのキーにしていますが、１つのエリアでやったことやれたことを、どしどし、全国に、全世界に、広く発信していくことが大事かと思います。日本科学教育学会でも、日本から世界への発信が考えられていましたが、もう、そういう時代だと思います。まずは、いろいろ、各地でされてる実践を、広く交流することだと考えます。昨日の例会では、本谷先生＠堀川高校の北海道でのＮＰＯ法人の話を交流して頂きましたが、そこで、話を聞いて、北海道がこうしているんだなと、イメージが広がりました。広く、みんなで、手をつなぎ合いましょう！というのが、私の今回の発表の根底にある哲学です。

◆奥山登＠ＭＣＲ
　16人もの参加があり、にぎやかな例会となりまし。相変わらず、いろんなところから、いろんな方が集まり

いろんなお話を楽しく拝聴させていただきました。この、雰囲気こそがＥネットの大きな魅力でありパワーの源であろうと思います

◆小原文男＠コイシ
　今までの教育（私の体験した机上型学と、受験型教育）の限界を感じている。新たな教育を真剣に考える時期を過ぎているのでは。教育は一人の先生で出来るものではない。受験の教育でなく、現実社会に役立つ教育として、団塊の世代の人たちの体験・経験と連携して、教育の課題、企業の課題、日本の課題・世界の課題を発信していくと、子供たちは、やりがいを見つけ出し、目的意識をもつのでは。総会と例会、あわせて二回目の参加でした。

１．教育に危機感を持った人たちの集まりと思っていますので、発表の場と懇親会の場は、私は分けた方がよいと思いました。

２．サイエンスＥネットの経営方針は、アマゾン型（顧客情報で伸びていく）でやられているのかなと思いました。
３．素晴らしい事だけの発表でなく、反省の発言があって次に進化していくのでは。楽しい時間でした。ありがとうございました。

◆北田健一＠コイシ
　まず、先生方がこんなに熱心にいろんな事を話し合われている事に正直驚きました。私は今まであまり勉強してきたタイプではないので、社会人になっても今までの事を思い出すのに本当に苦労しました。ですが、実験した事や、面白かった事はよく覚えています。社会人になっても自分の体で学んだ事はよく覚えているもので、また、それ以外の事にも応用が出来るように感じます。是非、今後も実験やインパクトを大事にして欲しいと思います。尚、私が今、お客様と接する時に大事にしている事は、『感動で人は動き、知り合う事で人は変わる』です。

今後とも先生方にはＭＹメッセージで教えていって欲しいと思います。
【山崎先生の質問について】

　　人生のＶＳＯＰ

　　　２０代のバイタリティ　　 Ｖ

　　　３０代のスペシャリスト　Ｓ

　　　４０代のオリジナリティ　Ｏ

　　　５０代のパーソナリティ　Ｐ

　　振り返りのかきくけこ

　　　か・・・感謝の気持ちを忘れていないか！

　　　き・・・気配りができているか！

　　　く・・・苦労しているか！

　　　け・・・謙虚であるか！

　　　こ・・・行動しているか！

　　自己変革のさしすせそ

　　　さ・・・察知する力をつける！

　　　し・・・真剣に取り組む！

　　　す・・・素直な心で聴く

　　　せ・・・積極的に取り組む

　　　そ・・・即実行

　　とある校長先生の話ですが、会社も全く同じだった事に驚きがありま

　　した。以上です。今後とも宜しくお願い致します。

◆松林　昭＠光華小学校

　食事をしながらの例会で、十分なお時間も取れませんでしたが、参加者の皆様方からは、日々献身的な生き方の様子を聞かせていただくことができ、有意義な例会を共有できましたこと、深く感謝致しております。このご縁をいかしまして、さらなるサイエンスEネットの発展と皆様方の益々のご活躍を願いまして、今後ともよろしくご尽力いただきますようお願い致します。

◆林　壮一＠立教新座中学校・高等学校

　カシオのハイスピードデジカメで，様々な運動を記録できる。
ハイスピード撮影：水道の蛇口から出る水が，表面張力で水滴になる様子動画　衝突球は，学生の反応が大きかった

ストロボ写真：噴水から出る水滴が，放物線を描く様子　等速で動く自動車や自転車　斜面を転がるボール

　　※手持ち撮影で，10分程度で撮影可能です。など様々な学校でも，授業で活用し始めているようです。

◆網倉聖子＠㈱Coming
【手回し発電機の利用】

　　新指導要領で手回し発電機が採用されたことについて、センター試験『手回し発電機』問題で学生ができなかったことを踏まえ、電池では得られない回す力を体験する実験工夫を発表いたしました。

　　　・抵抗の違う豆電球　　　・電圧の違う豆電球

　　　・同じ条件で豆電球とＬＥＤ電球　　　・電子メロデー、モーター、豆電球

　　などいろんな条件を

　　　・単独で　　　・並列で　　　・直列で

　　電気回路を自由に結び、

　　　・予想（どちらが強い力が必要か？どちらがつくか？など）　　・実験　　・結果整理

　　　　・・・・

　　といろんな体験中心の実験をすることにより、抵抗、電流、電圧、直列、並列など計算で解いていた問題を体験で立証する提案をさせていただきました。たぶん大人でも全てを正解するのは難しいと思います。

　【実験教室と年報の連動】

　　ＳＥネットとして講師をお願いする実験教室があります。その内容をまとめて、誰でもが利用できる実験マニュアルを作成できればと提案いたしました（ただし利用する場合はプログラム作成者を必ず伝える）。

　　　①実験を引き受けた講師は、プログラム詳細を年報に投稿する。

　　　　※プログラムの公開、自開発した講師にお願いする

　　　②年報に、プログラム一覧を掲載する。

　　　③プログラムで必要な実験機材を理化学会社に販売をお願いする。

　　年報を見ることで、またキットを購入することでどこでも同じような実験教室が実現できます（キットの利用は自由）。そして年報だけでは伝わらないこともあります。年報に投稿した講師は要望があれば現時に出向いて指導できるようなルートをつくれることを希望します。

◆平賀章三＠奈良教育大

　いつもとは少し違う参加者のリストを見て、8/23～26の出張直後でしたが、是非にとの思いから出席させていただきました。林さん、小原さん、網倉さんの発表、本谷さんの自己紹介、また、北田さんの報告にありますが、「振り返りのかきくけこ」と「自己変革のさしすせそ」が印象的でした。山下さんの発表にも大いに興味を持っていたのですが、やむなくご欠席され、とても残念でした。またの機会のご発表を楽しみにしています。

◆本谷一＠京都堀川高校

　初めての例会参加でしたが、大変楽しい刺激のある時間を過ごさせていただきました。特に、コイシの小原さん、北田さんの教育観や会社でのコイシ塾の取組は大変興味深く、コイシ塾の様子を一度見てみたいという気持ちになりました。また、立教新座中・高の林さんが紹介してくれたカシオのハイスピードカメラは、私も授業で使い始めていて、落体運動の定量測定に活用しようと考えているところでしたので、大変参考になりました。　私は、北海道にいたころ、サイエンスボランティアのNPO法人を立ち上げて、学校や行政という枠組みを超えて、社会とつながりを持とうとしてきました。縁あって、今春から京都に来ましたが、例会に参加して、Eネットの皆さんと京都の地でできることから取り組んでいきたいという思いを強くしました。また機会があれば、ぜひ例会に参加させていただきたいと思います。ありがとうございました。

◆藤原清＠㈱リテン

　出席者全員に「サイエンスＥネットとは，理念，活動，構成員」の資料を配布しました。また「環境ＮＧＯサイエンスＥネット２０００年度の活動」から「ＮＰＯ法人サイエンスＥネット２００７年度の活動」と「科学実

験教材教育研究年報　創刊号」の冊子を回覧で見ていただき，簡単な説明をさせていただきました。
ｈ)　第８７回例会
日程：2009年9月18日(金)　17時30分～19時

場所：浜島書店様会議室

参加者：８名（敬称略）　菊地、朝日、黒田、檜垣、山中、渡部、荻原、川村

発表内容：

１．山中＠プロモ　『9月19日20日の電気の科学館での実験の紹介』

２．山中＠プロモ　『電気の科学館でのこれまでの実験

　　　　　　月僧先生や長嶋先生、海老崎先生らの実験の風景などなど 

３．川村康文＠東京理科大　『実用型シャカシャカらいと、

　　　　　　燃料電池搭載型模型自動車、えこらじおなど』など

４．荻原彰＠　

　　　『地理情報システムによる教材・資料の開発と共有化の提案

５．渡部＠四日市　『九九のパズル』 

発表内容・感想（投稿順）：
◆荻原彰

　昨日はありがとうございました。山中さんの実験の蓄積に圧倒されました。東海地区の皆様、今後ともよろしくお願いいたします。
